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2 研究内容・方法・検証 

研究Ⅰ【探究】「総合知」を創出する融合プログラムの発展と科学技術ファシリテーターの

育成   

仮説 1 文理融合かつ学科を超えた多様な背景を持つ生徒の協働による探究活動は，「総合知」の

創出に有効である。 

仮説 2 「融合プロジェクト」の活動により，学際研究において主導的役割を果たす科学技術ファ

シリテーターを育成できる。 

① 実施対象学年，対象生徒，単位数

第Ⅳ期と同様，全校生徒が 3年間の課題研究に取

り組む。第Ⅴ期は，理数科では体系を整理し 5科目 9

単位とし，普通科では単位数を増やし 3 教科 6 単位

とした（右図）。  

② 3つの段階を経た課題研究の取組

課題研究は，「知の探究基礎」「知の探究実践」「知

の探究融合（発展）」の 3つの段階にわけて行う。 

本年度は第Ⅴ期 2年目であり，1，2年生が新しい

カリキュラムで授業を受けた。 

③ 授業の指導体制

学校設定教科「課題研究」（2,3年生は「探究」）については，全教員が担当する。その役割分担につ

いては，以下のとおりである（Ⅴ.②「組織運営の方法」も参照）。 

・理数科課題研究（自然科学研究Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ）

SSH推進室と理数科を中心に，数学科，理科の教員が担当する。 

・普通科課題研究（課題研究 FⅠ，Ⅱ，Ⅲ）

学年団が担当する。各クラスの授業は，担任と副担任が行う。運営方法と実施カリキュラムを SSH

推進室と NSH推進室がサポートする。 

・普通科文系フロンティアコース課題研究（課題研究 BⅠ，Ⅱ，Ⅲ）

NSH推進室と文系フロンティアコースの担任・副担任を中心に，外国語科，国語科の教員が担当

する。 

なお，クラスを解体して行う「融合プロジェクト」については，学年に属する全教員が担当し，探究課

（SSH推進室と NSH推進室）が企画，運営をサポートする。 

また，全ての授業を TTで行い，これにより，指導の内容や方法を OJTで継承している。 

④ 代替科目について

理数科の「自然科学研究Ⅰ」において，「情報Ⅰ」の「コミュニケーションと情報デザイン」につい

て，情報機器やネットワークを使用して実際に情報を収集し，表現し発表する活動を通して学習する。

また，「情報通信ネットワークとデータの活用」について，収集したデータをとりまとめ，統計的手法を

用いて解析し，データの傾向をつかみ，グラフなどで表現する実習により学習する。これにより「情報

Ⅰ」１単位分を代替する。 

「総合的な探究の時間」の代わりに，理数科では「総合的な探究の時間」を代替する「理数探究基礎」

「理数探究」を「自然科学研究Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ」で代替する。普通科文系フロンティアコースは「総合的な

探究の時間を代替する「課題研究BⅠ，Ⅱ，Ⅲ」を，普通科普通コースは同様に「課題研究FⅠ，Ⅱ，Ⅲ」

を設置する。 
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2 研究内容・方法・検証 

研究Ⅰ【探究】「総合知」を創出する融合プログラムの発展と科学技術ファシリテーターの
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仮説 1 文理融合かつ学科を超えた多様な背景を持つ生徒の協働による探究活動は，「総合知」の

創出に有効である。 

仮説 2 「融合プロジェクト」の活動により，学際研究において主導的役割を果たす科学技術ファ

シリテーターを育成できる。 

① 実施対象学年，対象生徒，単位数

第Ⅳ期と同様，全校生徒が 3年間の課題研究に取

り組む。第Ⅴ期は，理数科では体系を整理し 5科目 9

単位とし，普通科では単位数を増やし 3 教科 6 単位

とした（右図）。  

② 3つの段階を経た課題研究の取組

課題研究は，「知の探究基礎」「知の探究実践」「知

の探究融合（発展）」の 3つの段階にわけて行う。 

本年度は第Ⅴ期 2年目であり，1，2年生が新しい

カリキュラムで授業を受けた。 

③ 授業の指導体制

学校設定教科「課題研究」（2,3年生は「探究」）については，全教員が担当する。その役割分担につ

いては，以下のとおりである（Ⅴ.②「組織運営の方法」も参照）。 

・理数科課題研究（自然科学研究Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ）

SSH推進室と理数科を中心に，数学科，理科の教員が担当する。 

・普通科課題研究（課題研究 FⅠ，Ⅱ，Ⅲ）

学年団が担当する。各クラスの授業は，担任と副担任が行う。運営方法と実施カリキュラムを SSH

推進室と NSH推進室がサポートする。 

・普通科文系フロンティアコース課題研究（課題研究 BⅠ，Ⅱ，Ⅲ）

NSH推進室と文系フロンティアコースの担任・副担任を中心に，外国語科，国語科の教員が担当

する。 

なお，クラスを解体して行う「融合プロジェクト」については，学年に属する全教員が担当し，探究課

（SSH推進室と NSH推進室）が企画，運営をサポートする。 

また，全ての授業を TTで行い，これにより，指導の内容や方法を OJTで継承している。 

④ 代替科目について

理数科の「自然科学研究Ⅰ」において，「情報Ⅰ」の「コミュニケーションと情報デザイン」につい

て，情報機器やネットワークを使用して実際に情報を収集し，表現し発表する活動を通して学習する。

また，「情報通信ネットワークとデータの活用」について，収集したデータをとりまとめ，統計的手法を

用いて解析し，データの傾向をつかみ，グラフなどで表現する実習により学習する。これにより「情報

Ⅰ」１単位分を代替する。 

「総合的な探究の時間」の代わりに，理数科では「総合的な探究の時間」を代替する「理数探究基礎」

「理数探究」を「自然科学研究Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ」で代替する。普通科文系フロンティアコースは「総合的な

探究の時間を代替する「課題研究BⅠ，Ⅱ，Ⅲ」を，普通科普通コースは同様に「課題研究FⅠ，Ⅱ，Ⅲ」

を設置する。 

Ａ 学校設定科目（課題研究基礎） 

■■■ 第 1年次 ■■■

（1）自然科学研究Ⅰ（1年理数科），課題研究BⅠ（1年普通科文系フロンティアコース），課題研

究FⅠ（1年普通コース）  

新課程では，これまで本校が学校設定科目「探究」で実施してきた授業と同様の内容が取り扱われる

ようになった。本年度は，こうした授業については，学校設定科目で取り扱う際に，各教科との連携を

意識して取り組んだ。以下の各項目について，連携した教科についても記載する。 

１学期はア～エのユニットを一つのまとまりとして実施した。2 学期の自然科学研究Ⅰは特別活動サ

イエンスツアーや実験・実習に関する授業を，課題研究BⅠはカ，課題研究 F1はオをおこなった。 

3学期は自然科学研究Ⅰと課題研究FⅠは例年実施していた「ミニ課題研究 能登の人口を推定する」

を行う予定だったが，震災のため，テーマがふさわしくないとの判断から，本年はキ「データサイエン

ス講座」を行った。課題研究BⅠは 2年次に行うビジネスプラン作成に向けてのテーマ設定を実施した。 

＊理数科 1年の自然科学研究 3単位は木曜日に 1単位，金曜日に連続 2単位で実施した。木曜日 1単位

ではこの項目のユニットを，金曜日 2単位では次の「（２）自然科学研究Ⅰ」で示した活動を実施した。 

ア ガイダンス

■ 概要

なぜ探究という授業を行うのか，また各学年の探究授業の目標や実施する授業の内容について，説明

を行い，3年間の目標等の理解を図った。3年間で身に付けたい力について，到達目標を段階的ルーブリ

ック等の資料を用いて示した。 

イ テクニカルライティング

■ 概要

科学的なレポートを簡潔に書く技術であるテクニカルライティング

を学び，人に伝わる，わかりやすい文章を書くための基本的技術を習得す

ることをねらいとした。 

 「現代の国語」の「実用の文章」，特に「言語技術の実践」と連携して

授業を実施した。 

■ 身に付けたい力及び生徒の自己評価

【思考力】 筋の通った文章を書くことができる。

肯定的評価 普通科  事前 33％ → 事後 85％ 

理数科 事前 46％ → 事後 61％ 

【表現力】 自分の言葉を用いて，相手に伝わりやすく文章を書くことができる。 

肯定的評価 普通科  事前 42％ → 事後 75％ 

理数科 事前 43％ → 事後 43％ 

■ 成果と課題及び今後の改善点

○成果

・基本的なレポートの書き方について，学習することができた。

・図や表などを活用し，他人が見やすいレポートにする工夫ができた。

○課題

・添削したレポートを返却後，再提出させ，さらに練習する時間をとることができない。

○今後の改善点

・国語との連携をすすめ，お互いに補完できるような取り組みに発展させたい。

ウ 文献調査

■ 概要

探究活動では最初にこれまでに何がわかっているかを調べる必要がある。その技術として文献調査の

方法を習得することをねらいとした。基本的文献として百科事典を用い，ある人物について調べ，その

結果をポスター作成講座と連動し，ポスターを作成した。理数科については， リサーチコミュニケーシ

ョンⅠと連動させ，日本語だけでなく，英語のポスターも作成した。 

調べ学習のテーマは，普通科（12Ｈ～14Ｈ）は「世界の偉人」，理数科（15Ｈ）は「偉大な科学者」。4

テクニカルライティング講義 
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人一組のグループでポスターを作成した。 

「現代の国語」の「情報探索と利用の方法」，「情報Ⅰ」の「コミュニケーションと情報デザイン」と

連携して授業を実施した。 

■ 身に付けたい力及び生徒の自己評価

【思考力】 筋の通った文章を書くことができる。

肯定的評価 普通科  事前 51％ → 事後 83％ 

理数科 事前 75％ → 事後 80％ 

【探究力】 必要な事柄を調べることができる。 

肯定的評価 普通科  事前 62％ → 事後 83％ 

理数科 事前 56％ → 事後 83％ 

【表現力】 自分の言葉を用いて，相手に伝わりやすく文章を書くことができる。 

肯定的評価 普通科  事前 55％ → 事後 75％ 

理数科 事前 65％ → 事後 76％ 

■ 成果と課題及び今後の改善点

○成果

・百科事典の使い方を身に付けることができた。

・ネットではない，紙媒体の情報の重要性を知ることができた。

○課題

・文献検索サイトを使った文献調査法を身に付けることが必要である。

○今後の改善点

・百科事典で調べる時間と，文献検索サイトで調べる時間とを同程度に取る。

エ ポスター作成・プレゼンテーション講座

■ 概要

ポスターを使った発表は，探究活動の発表としてよく使われている。研

究発表としてのポスターの作成法とそれを使ったプレゼンテーションの方

法を外部講師から学んだ。実際に文献調査で調べた内容をポスターにまと

め，学年全体で発表会を行った。 

「現代の国語」の「言語技術の実践」と連携して授業を実施した。 

外部講師：金沢大学環日本海域環境研究センター 本田 匡人 助教 

■ 身に付けたい力及び生徒の自己評価

【表現力】 相手にわかりすい構成のポスターを作成し，わかりやすい説明と質疑応答ができる。

肯定的評価 普通科  事前 26％ → 事後 95％ 

理数科 事前 55％ → 事後 88％ 

■ 成果と課題及び今後の改善点

○成果

・例年と同様，研究発表用ポスターとはどのようなものか，また，分かりやすいポスターにするた

めの作り方（フォントサイズ，色使い，レイアウトの決め方，適当な文章量，図表の使い方）を学

ぶことができた。

・実際にポスターを作り，発表会を行うことができた。

○課題

・発表会後，自分たちのポスターについて，多くの生徒は改善点に気づいていた。この気づきを授

業に活かせれば，さらに良い取組になる。

・教員間で指導内容にばらつきがある。

○今後の改善点

・発表会後に，気づきをフィードバックする時間を設ける。

・添削途中のポスターを保存し，教員間で引き継ぎ，以降の指導に役立てるようにする。

百科事典を使った文献調査 

ポスター発表会の様子 
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人一組のグループでポスターを作成した。 

「現代の国語」の「情報探索と利用の方法」，「情報Ⅰ」の「コミュニケーションと情報デザイン」と

連携して授業を実施した。 

■ 身に付けたい力及び生徒の自己評価

【思考力】 筋の通った文章を書くことができる。

肯定的評価 普通科  事前 51％ → 事後 83％ 

理数科 事前 75％ → 事後 80％ 

【探究力】 必要な事柄を調べることができる。 

肯定的評価 普通科  事前 62％ → 事後 83％ 

理数科 事前 56％ → 事後 83％ 

【表現力】 自分の言葉を用いて，相手に伝わりやすく文章を書くことができる。 

肯定的評価 普通科  事前 55％ → 事後 75％ 

理数科 事前 65％ → 事後 76％ 

■ 成果と課題及び今後の改善点

○成果

・百科事典の使い方を身に付けることができた。

・ネットではない，紙媒体の情報の重要性を知ることができた。

○課題

・文献検索サイトを使った文献調査法を身に付けることが必要である。

○今後の改善点

・百科事典で調べる時間と，文献検索サイトで調べる時間とを同程度に取る。

エ ポスター作成・プレゼンテーション講座

■ 概要

ポスターを使った発表は，探究活動の発表としてよく使われている。研

究発表としてのポスターの作成法とそれを使ったプレゼンテーションの方

法を外部講師から学んだ。実際に文献調査で調べた内容をポスターにまと

め，学年全体で発表会を行った。 

「現代の国語」の「言語技術の実践」と連携して授業を実施した。 

外部講師：金沢大学環日本海域環境研究センター 本田 匡人 助教 

■ 身に付けたい力及び生徒の自己評価

【表現力】 相手にわかりすい構成のポスターを作成し，わかりやすい説明と質疑応答ができる。

肯定的評価 普通科  事前 26％ → 事後 95％ 

理数科 事前 55％ → 事後 88％ 

■ 成果と課題及び今後の改善点

○成果

・例年と同様，研究発表用ポスターとはどのようなものか，また，分かりやすいポスターにするた

めの作り方（フォントサイズ，色使い，レイアウトの決め方，適当な文章量，図表の使い方）を学

ぶことができた。

・実際にポスターを作り，発表会を行うことができた。

○課題

・発表会後，自分たちのポスターについて，多くの生徒は改善点に気づいていた。この気づきを授

業に活かせれば，さらに良い取組になる。

・教員間で指導内容にばらつきがある。

○今後の改善点

・発表会後に，気づきをフィードバックする時間を設ける。

・添削途中のポスターを保存し，教員間で引き継ぎ，以降の指導に役立てるようにする。

百科事典を使った文献調査 

ポスター発表会の様子 

＊ 1学期の取組の評価 

1学期は，「テクニカルライティング」「文献調査」「ポスター作成」を連携させて取り組んだ。各取組

において示したように，普通科，理数科とも，身に付けたい力の自己評価は，どの取組でも事前評価よ

りも事後評価が高くなった。生徒はこれらの取組を通して，探究の過程と発表に必要なスキルを身に付

けたと考えられる。ねらい通り，正しく探究する力をつけている。 

オ ディベート

■ 概要

探究活動では，議論を行うことで，内容を深化させることができる。また，

発表では，説得力のある的確な説明や質疑を行うことが求められる。ディベ

ートの体験を通して，議論や発表に必要な，適切に考え，的確に表現し，確

実に聴く力を習得することをねらいとした。 

「現代の国語」の「話し言葉の技術」「言語技術の実践」と連携して授業

を実施した。 

ディベートのテーマ 

「日本は積極的安楽死を法制化すべきである。是か非か。」 

■ 身に付けたい力及び生徒の自己評価

【思考力】 適切なデータの使用が見られ，論理的な流れになっている。

肯定的評価  事前 55％ → 事後 86％ 

【探究力】 適切なデータを集めることができる。 

肯定的評価 事前 73％ → 事後 93％ 

【発想力】 題材に対して，適切な観点を示すことができる。 

肯定的評価 事前 50％ → 事後 78％ 

【表現力】 自分の集めたデータをもとに的確な説明及び，質疑応答ができる。 

 肯定的評価 事前 40％ → 事後 68％ 

■ 成果と課題及び今後の改善点

○成果

・例年と同様，立論において根拠を持って主張する，自らの考えと切り離して論題を捉える，他者

の意見を理解したうえで議論するなど，他者と議論する際に必要な姿勢を身に付けることができた。 

○課題

・反駁や再反駁が難しい。十分な下調べと作戦を立てる時間を設ける必要がある。

○今後の改善点

・議論に耐えられるデータを十分に準備するよう，インターネットに限らず，様々な資料を活用す

るよう指導したい。

・統計データ e-Statの活用をうまく利用する方法を指導する。

カ 「情報活用スキルの習得とビジネスプラングランプリに向けた個人探究」

■ 概要

探究活動で必要となる，基本的な PCソフト（文章作成ソフト，表計算ソフト，プレゼンテーション作

成ソフト）の効果的な使用法について学習した。ソフトウェアや，地元新聞の電子版やインターネット

を活用し，地域の抱える課題とそれを改善するために有用な名産品やイベントなどについて各自で調べ，

3学期以降に行うビジネスプラングランプリ出品に向けた個人単位での調べ学習を行った。 

「情報Ⅰ」の「情報通信ネットワークとデータの活用」と連携して授業を実施した。 

■ 身に付けたい力

【思考力】 地域の課題を改善するために地域の事物を用いた作戦を考えることができる。

【探究力】 自らの考えた作戦に対し，根拠やデータを用いて説明できる。

【表現力】 考案した作戦を，聴衆を意識し，必要なソフトウェアを適切に用いて発表できる。

■ 成果と課題及び今後の改善点

○成果

・文章作成ソフト，表計算ソフト，プレゼンテーション作成ソフトの操作に習熟することができた。

ディベート大会決勝の様子 
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・地域課題を踏まえた各人の探究テーマを持つことができた。

○課題

・課題が抽象的になり，改善策も併せて抽象的なものとなってしまう生徒がいた。

○今後の改善点

・課題設定の時点で数的データなどから課題意識を明確にさせ，実地調査を行うなど，現実に即し

た課題設定になるよう指導する。

キ データサイエンス

■ 概要

昨年と同様に，国勢調査のデータ（1920-2020）を用い，「2035年

の能登の人口を推定する」課題を行う予定だったが，震災のため，

内容を変更して実施した。データの表現の仕方として，各種グラフ

の使い方と作り方を学習した。そのうえで，総務省統計局の e-Stat

を用いて注目した二つの変数間の相関を調べ，さらにそのような相

関が見られる原因を解析し，検討を行った。 

「情報Ⅰ」の「情報通信ネットワークとデータの活用」と連携し

て授業を実施した。 

■ 身に付けたい力及び生徒の自己評価

【思考力】 適切なデータの使用が見られ，論理的な流れになっている。

肯定的評価  普通 92％   

【探究力】 適切なデータを集めることができる。 

肯定的評価  普通 76％   

【発想力】 題材に対して，適切な観点を示すことができる。 

肯定的評価  普通 91％   

【表現力】 自分の集めたデータをもとに的確な説明ができる。 

肯定的評価  普通 86％   

■ 成果と課題及び今後の改善点

○成果

・例年と内容を変更して授業を実施したが，基本的なグラフの使い方や作り方を身に付けることが

できた。

・インターネット上のビックデータを使い，解析する方法を知ることができた。

・情報の授業と連携して実施することができた。

○課題

・独立変数として取り上げる項目について，いくつか提示した方が取り組みやすい。

・スプレッドシートのグラフは，発表用のグラフとして使えない。グラフ作成ソフトを導入する必

要がある。

○今後の改善点

・研究発表に使えるグラフの作り方も，このユニット内で教えるようにする。

（2）自然科学研究Ⅰ（1年理数科） 
ア 科学実験基礎講座

■ 概要

「3 mLと 5 mLの目盛りを記した試験管を用いて水を 4 mL測り取

る」という課題を行い，思考力及び表現力の育成を図った。また，マイ

クロピペット，精密はかりについての操作法を学び，その操作説明書

を作成した。さらに本年度は，最近利用が増えているワイヤレスセン

サーの使い方について，センサー付き力学台車を使って学んだ。 

■ 身に付けたい力及び生徒の自己評価

【思考力】 直感ではなく手順をよく考えた上で問題解決できる。

肯定的評価  事前 70％ → 事後 97％ 

「能登の人口推定」発表会 

ワイヤレスセンサーの使い方を

学ぶ 

データサイエンスの様子
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・地域課題を踏まえた各人の探究テーマを持つことができた。

○課題

・課題が抽象的になり，改善策も併せて抽象的なものとなってしまう生徒がいた。

○今後の改善点

・課題設定の時点で数的データなどから課題意識を明確にさせ，実地調査を行うなど，現実に即し

た課題設定になるよう指導する。

キ データサイエンス

■ 概要

昨年と同様に，国勢調査のデータ（1920-2020）を用い，「2035年

の能登の人口を推定する」課題を行う予定だったが，震災のため，

内容を変更して実施した。データの表現の仕方として，各種グラフ

の使い方と作り方を学習した。そのうえで，総務省統計局の e-Stat

を用いて注目した二つの変数間の相関を調べ，さらにそのような相

関が見られる原因を解析し，検討を行った。 

「情報Ⅰ」の「情報通信ネットワークとデータの活用」と連携し

て授業を実施した。 

■ 身に付けたい力及び生徒の自己評価

【思考力】 適切なデータの使用が見られ，論理的な流れになっている。

肯定的評価  普通 92％   

【探究力】 適切なデータを集めることができる。 

肯定的評価  普通 76％   

【発想力】 題材に対して，適切な観点を示すことができる。 

肯定的評価  普通 91％   

【表現力】 自分の集めたデータをもとに的確な説明ができる。 

肯定的評価  普通 86％   

■ 成果と課題及び今後の改善点

○成果

・例年と内容を変更して授業を実施したが，基本的なグラフの使い方や作り方を身に付けることが

できた。

・インターネット上のビックデータを使い，解析する方法を知ることができた。

・情報の授業と連携して実施することができた。

○課題

・独立変数として取り上げる項目について，いくつか提示した方が取り組みやすい。

・スプレッドシートのグラフは，発表用のグラフとして使えない。グラフ作成ソフトを導入する必

要がある。

○今後の改善点

・研究発表に使えるグラフの作り方も，このユニット内で教えるようにする。

（2）自然科学研究Ⅰ（1年理数科） 
ア 科学実験基礎講座

■ 概要

「3 mLと 5 mLの目盛りを記した試験管を用いて水を 4 mL測り取

る」という課題を行い，思考力及び表現力の育成を図った。また，マイ

クロピペット，精密はかりについての操作法を学び，その操作説明書

を作成した。さらに本年度は，最近利用が増えているワイヤレスセン

サーの使い方について，センサー付き力学台車を使って学んだ。 

■ 身に付けたい力及び生徒の自己評価

【思考力】 直感ではなく手順をよく考えた上で問題解決できる。

肯定的評価  事前 70％ → 事後 97％ 

「能登の人口推定」発表会 

ワイヤレスセンサーの使い方を

学ぶ 

【表現力】 簡潔にわかりやすい文章でまとめることができる。 

肯定的評価  事前 50％ → 事後 91％ 

■ 成果と課題及び今後の改善点

○成果

・他者に伝わる文章をどのように書けば良いか，考えることができた。

○課題

・一つの方法を考え付くだけで満足する生徒がいるので，いろんな方法を考えるよう指導する必要

がある。

○今後の改善点

・実験機器を使い，思考して答えを求める課題を増やす。

イ 薬草調査実習

■ 概要

講義と野外実習を通して，赤蔵山に分布する薬草の調査をおこなった。フィールドで実際に生息する

薬草の解説を聞き，知識を深め，自然を見る目や科学的な見方を養った。 

外部講師：金沢大学医薬保健研究域薬学系 佐々木陽平 准教授 

■ 身に付けたい力及び生徒の自己評価

【思考力】 適切な資料を用い，植物のデータベースを作ることができる。 

 肯定的評価  事前 9.6％ → 事後 80％ 

【探究力】 植物採集と標本作りや植物のデータベース作りができる。 

肯定的評価  事前 10.5％ → 事後 100％ 

【発想力】 データベースを作る際に，自分なりのアイデアを入れること

ができる。 

肯定的評価  事前 5％ → 事後 52％ 

【表現力】 写真やコメントを効果的に用い，他人にわかりやすいデータベースが作成できる。 

肯定的評価  事前 30％ → 事後 86％ 

■ 成果と課題及び今後の改善点

○成果

・植物の採集方法や採集の際に記録する事項について理解できた。

・植物標本のつくり方を身に付けることができた。

・自分たちの身近な自然を，新しい視点から考えるきっかけとなった。

・地域の生物多様性を知ることができた。

○課題

・採集した薬草の標本とデータベース作りで活動が終っている。

○今後の改善点

・過去からのデータをまとめ，採集地の薬草図鑑などを作り，公開するような活動が必要である。

ウ 地学実習

■ 概要

金沢大学で講師から能登の地形や日本海の形成について学んだ。そ

の後，金沢市大桑地区に移動し，貝化石で有名な大桑層で化石採集の

実地調査を行った。採集した化石は実習室に持ち帰り，クリーニング

と同定作業を行った。採集した貝化石を同定し，現存の種と比較する

ことで，過去の気候的環境を推定する実習を行った。 

外部講師：金沢大学理工研究域自然システム学系 ジェンキンズ・ロバート 准教授 

■ 身に付けたい力及び生徒の自己評価

【探究力】 採集した化石をもとにストーリーをもってレポートをまとめることができる。

肯定的評価  事前 14％ → 事後 94％ 

【表現力】 調べた情報を付加し，図版などを活用したわかりやすいレポートを作ることができる。 

肯定的評価  事前 56％ → 事後 95％ 

採集した薬草の説明を聞く 

化石採集実習のようす（金沢市大桑） 
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■ 成果と課題及び今後の改善点

○成果

・日本海側の地質学や日本海の成り立ち，過去の生物相についての知識を深めることができた。

○課題

・能登地域の地質・化石などについては実習内容に含まれていない。

・レポートの内容をより探究的なものにする必要がある。

○今後の改善点

・令和 6年能登半島地震の際に能登地域では，地質学的に大きなイベントが起きている。震災後の

地殻変動や地面の動きなどを題材にした実習を行えば，防災的にも意義のある実習ができると考

える。来年度に向け，企画していきたい。

エ 最先端医療

■ 概要

「細胞治療の現場と今後の展望」というテーマで，これまでの錠剤や注射薬液による医療ではなく，生

きた細胞を用いた細胞治療に関する講義を通して，今後の医療の発展や医療倫理について考えた。

外部講師：金沢医科大学  石垣 靖人 教授 

■ 身に付けたい力及び生徒の自己評価

【思考力】 論理的にレポートをまとめることができる。

肯定的評価  事前 49％ → 事後 94％ 

【表現力】 科学用語を適切に用いてレポートを書くことができる。 

肯定的評価  事前 33％ → 事後 94％ 

■ 成果と課題及び今後の改善点

○成果

・現代の最先端の医療について，研究と臨床の現場の視点から知り，理解を深めることができた。

・観察した培養細胞や，研究機器を見ることで，最先端医療に興味をもつきっかけになった。

○課題

・内容が高度な部分もあるため，理数生物の授業で予習ができると良かった。

○今後の改善点

・クラスルームでのレポート提出とし，スムーズな回収ができた。

オ リモートセンシング

■ 概要

ランドサットの衛星データを用い，探究活動を行った。様々なバンドデータから衛星画像を作成し，

その画像をもとに興味ある事象を見つけ，各自がテーマを設定し，その原因を探るという探究活動を行

った。 

外部講師：石川工業高等専門学校 小村 良太郎 教授

探究テーマの例 

・地表温度に影響する要因 ・堤防内外の水温の変化

・屋根と周囲の温度差の原因 ・波佐羅町の沈殿池

・放牧場の植生 ・河口の温度変化と川による違い

・曲面状の屋根の温度 ・能登島大橋と温度

・池の形の変化 ・中間赤外カラー合成での砂浜の色の違い

■ 身に付けたい力及び生徒の自己評価

【探究力】 衛星画像を基に，自分の仮説を実証できる手立てを考えることができる。

肯定的評価  事前 20％ →  事後 100％ 

【発想力】 衛星画像を分析し，独自のテーマを設定できる。 

肯定的評価  事前 28％ →  事後 97％ 

【表現力】 テーマに応じた科学用語や視覚表現を適切に使用し，プレゼンテーションを作成できる。 

肯定的評価  事前 25％ →  事後 89％ 
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■ 成果と課題及び今後の改善点

○成果

・日本海側の地質学や日本海の成り立ち，過去の生物相についての知識を深めることができた。

○課題

・能登地域の地質・化石などについては実習内容に含まれていない。

・レポートの内容をより探究的なものにする必要がある。

○今後の改善点

・令和 6年能登半島地震の際に能登地域では，地質学的に大きなイベントが起きている。震災後の

地殻変動や地面の動きなどを題材にした実習を行えば，防災的にも意義のある実習ができると考

える。来年度に向け，企画していきたい。

エ 最先端医療

■ 概要

「細胞治療の現場と今後の展望」というテーマで，これまでの錠剤や注射薬液による医療ではなく，生

きた細胞を用いた細胞治療に関する講義を通して，今後の医療の発展や医療倫理について考えた。

外部講師：金沢医科大学  石垣 靖人 教授 

■ 身に付けたい力及び生徒の自己評価

【思考力】 論理的にレポートをまとめることができる。

肯定的評価  事前 49％ → 事後 94％ 

【表現力】 科学用語を適切に用いてレポートを書くことができる。 

肯定的評価  事前 33％ → 事後 94％ 

■ 成果と課題及び今後の改善点

○成果

・現代の最先端の医療について，研究と臨床の現場の視点から知り，理解を深めることができた。

・観察した培養細胞や，研究機器を見ることで，最先端医療に興味をもつきっかけになった。

○課題

・内容が高度な部分もあるため，理数生物の授業で予習ができると良かった。

○今後の改善点

・クラスルームでのレポート提出とし，スムーズな回収ができた。

オ リモートセンシング

■ 概要

ランドサットの衛星データを用い，探究活動を行った。様々なバンドデータから衛星画像を作成し，

その画像をもとに興味ある事象を見つけ，各自がテーマを設定し，その原因を探るという探究活動を行

った。 

外部講師：石川工業高等専門学校 小村 良太郎 教授

探究テーマの例 

・地表温度に影響する要因 ・堤防内外の水温の変化

・屋根と周囲の温度差の原因 ・波佐羅町の沈殿池

・放牧場の植生 ・河口の温度変化と川による違い

・曲面状の屋根の温度 ・能登島大橋と温度

・池の形の変化 ・中間赤外カラー合成での砂浜の色の違い

■ 身に付けたい力及び生徒の自己評価

【探究力】 衛星画像を基に，自分の仮説を実証できる手立てを考えることができる。

肯定的評価  事前 20％ →  事後 100％ 

【発想力】 衛星画像を分析し，独自のテーマを設定できる。 

肯定的評価  事前 28％ →  事後 97％ 

【表現力】 テーマに応じた科学用語や視覚表現を適切に使用し，プレゼンテーションを作成できる。 

肯定的評価  事前 25％ →  事後 89％ 

■ 成果と課題及び今後の改善点

○成果

・講師の講義前に EISEIの使い方を説明したため，今年の生徒は

衛星バンドをうまく組み合わせ，多方面から検証できていた。

○課題

・テーマ設定が難しい課題研究であるので，設定をサポートでき

るような仕組みがあると良い。 

・ソフトを使いこなせず，内容を深く取り組めない生徒もいた。

○今後の改善点

・本年度に引き続き，いろんなバンドを使い，多様な視点から取り組むような授業案をつくる。

・仮説検証について，粘り強く多面的に検討するよう，指導したい。

カ グラフソフト

■ 概要

グラフソフト「GRAPES」の使い方を学び，このソフトを活用することで，数式によって表される様々

な数学的要素を，視覚的に捉えられるようになる。また，座標平面で考察したり，変数を変化させたり

することで数式の持つ意味などの考察を行った。 

■ 身に付けたい力及び生徒の自己評価

【思考力】 グラフソフトを用いて，数学的事象を正しく描画できる。

肯定的評価  事前 50％ → 事後 80％ 

【探究力】 グラフソフトを活用し，数学の性質を考察することができる。 

肯定的評価  事前 45％ → 事後 75％ 

■ 成果と課題及び今後の改善点

○成果

・グラフソフトを用いることで，数式内の変数の意味を視覚的に捉えることができた。

・数学的な思考力を高めることができた。

○課題

・身近な世界で起こっている事象について，数式とグラフで考察する取組ができると良い。

○今後の改善点

・数学の授業進度にあわせて実施できると良い。

（3）リサーチコミュニケーションⅠ（1年理数科） 
■ 概要

次の目標のもと，自然科学研究Ⅰと連携させた調査結果やリサーチの結果等を，英語でポスターやス

ライドにまとめ，ポスターセッション，口頭発表，スピーチやディベートを行った。 

・国際的な場面で活用する実践的英語コミュニケーション能力を身に付ける。

・英語でのプレゼンテーションやディスカッションを行う研究交流能力を身に付ける。

・国際研究交流を通して多様な価値観や広い視野を身に付ける。

実施した内容は次のとおりである。

①科学英語基礎

科学に関する用語や数式等を英語で読み上げる。 

②「偉大な科学者」ポスター作成及び発表（グループ） 

   「自然科学研究Ⅰ」で作成した「偉大な科学者」の日本語ポスターを

英語で作成し，発表を行う。 

③ディベート 

英語でのディベートの技法を学び，実演する。 

④リサーチ及びスライド発表（個人） 

 自分で設定したテーマについてリサーチし，平易な英語でスライドにまとめ，発表する。優良な

者については，校内スピーチコンテストで発表する。 

「リモートセンシング」発表会 

英語でポスター発表を行う 
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テーマ例 

In cold weather, our hands get cold.  Why? How do birds taste? 
The Phenomenon of Dilatancy Why do sounds change people's moods? 
The strongest animal in the world The pitch of voice and impressions 

■ 身に付けたい力

【関心・意欲・態度】科学的な話題について英語で読んだり聞いたりすることに積極的に取り組んで

いる。また積極的に意見を述べたり質問したりしようとしている。 

【表現の能力】   科学的な英語についてリサーチし，英語でスライド等にまとめることができる。

また，科学的な内容について英語で発表したり質問したりできる。 

【理解の能力】   科学的な話題について英語で読んだり聞いたりして，その内容が理解できる。 

【知識・理解】   科学分野で使われる英語表現や，英語プレゼンテーションの基本的な型を理解

している。 

■ 成果と課題及び今後の改善点

○成果

・各自が選んだテーマについて調べ学習を行い，相手にわかるように分かりやすく説明する発表の

経験を重ねることで，英語によるコミュニケーション能力が向上した。

・原稿を覚えることで，相手を見ながらジェスチャーを交えて発表できた。

○課題

・最終的な発表会の場面で，ノンバーバルなコミュニケーションはうまくできていた。抑揚をつけ

て話すことができるともっと良くなる。

○今後の改善点

・原稿を覚えて発表するように指導できている。今後は，繰り返し話すことを経験させ，抑揚をつ

けた発話ができるように指導することが必要である。

■■■ 第 2年次 ■■■

（4）リサーチコミュニケーションⅡ（2年理数科） 
■ 概要

次の目標のもと，自然科学研究Ⅱと連携した課題研究の研究結果等を，英語でポスターやスライドに

まとめ，ポスターセッションや口頭発表するとともに，英語でのスピーチやディスカッションを行った。 

・国際的な場面で活用する実践的英語コミュニケーション能力を身に付ける。

・英語でのプレゼンテーションやディスカッションを行う研究交流能力を身に付ける。

・国際研究交流を通して多様な価値観や広い視野を身に付ける。

実施した内容は次のとおりである。

① 調べ学習のポスター発表

これから発展すると思われる未来的な科学技術について調べ，

ポスターを使って発表する。

② 課題研究のプレゼンテーション

研究動機や仮説など，課題研究の初期段階についてスライドで

まとめて発表する。 

③ 課題研究の英語ポスター発表

課題研究を英語のスライドにまとめ，クラス内および１年生理数科に向けて発表する。

④ 研究及びスライド発表（個人）

自分で設定したテーマについて実験を伴った研究を行い，その成果を英語でスライドにまとめ，

発表する。優良な者については，校内スピーチコンテストで発表する。

研究例 

The computational ability of fish. 
The relationship between the number of times natto is mixed and its elongation. 
How important is soap in hand washing? 
Relationship between storage location of yogurt and whey. 

英語によるプレゼンテーション 
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テーマ例 

In cold weather, our hands get cold.  Why? How do birds taste? 
The Phenomenon of Dilatancy Why do sounds change people's moods? 
The strongest animal in the world The pitch of voice and impressions 

■ 身に付けたい力

【関心・意欲・態度】科学的な話題について英語で読んだり聞いたりすることに積極的に取り組んで

いる。また積極的に意見を述べたり質問したりしようとしている。 

【表現の能力】   科学的な英語についてリサーチし，英語でスライド等にまとめることができる。

また，科学的な内容について英語で発表したり質問したりできる。 

【理解の能力】   科学的な話題について英語で読んだり聞いたりして，その内容が理解できる。 

【知識・理解】   科学分野で使われる英語表現や，英語プレゼンテーションの基本的な型を理解

している。 

■ 成果と課題及び今後の改善点

○成果

・各自が選んだテーマについて調べ学習を行い，相手にわかるように分かりやすく説明する発表の

経験を重ねることで，英語によるコミュニケーション能力が向上した。

・原稿を覚えることで，相手を見ながらジェスチャーを交えて発表できた。

○課題

・最終的な発表会の場面で，ノンバーバルなコミュニケーションはうまくできていた。抑揚をつけ

て話すことができるともっと良くなる。

○今後の改善点

・原稿を覚えて発表するように指導できている。今後は，繰り返し話すことを経験させ，抑揚をつ

けた発話ができるように指導することが必要である。

■■■ 第 2年次 ■■■

（4）リサーチコミュニケーションⅡ（2年理数科） 
■ 概要

次の目標のもと，自然科学研究Ⅱと連携した課題研究の研究結果等を，英語でポスターやスライドに

まとめ，ポスターセッションや口頭発表するとともに，英語でのスピーチやディスカッションを行った。 

・国際的な場面で活用する実践的英語コミュニケーション能力を身に付ける。

・英語でのプレゼンテーションやディスカッションを行う研究交流能力を身に付ける。

・国際研究交流を通して多様な価値観や広い視野を身に付ける。

実施した内容は次のとおりである。

① 調べ学習のポスター発表

これから発展すると思われる未来的な科学技術について調べ，

ポスターを使って発表する。

② 課題研究のプレゼンテーション

研究動機や仮説など，課題研究の初期段階についてスライドで

まとめて発表する。 

③ 課題研究の英語ポスター発表

課題研究を英語のスライドにまとめ，クラス内および１年生理数科に向けて発表する。

④ 研究及びスライド発表（個人）

自分で設定したテーマについて実験を伴った研究を行い，その成果を英語でスライドにまとめ，

発表する。優良な者については，校内スピーチコンテストで発表する。

研究例 

The computational ability of fish. 
The relationship between the number of times natto is mixed and its elongation. 
How important is soap in hand washing? 
Relationship between storage location of yogurt and whey. 

英語によるプレゼンテーション 

■ 身に付けたい力

【関心・意欲・態度】科学的な話題について英語で読んだり聞いたりすることに積極的に取り組んで

いる。また積極的に意見を述べたり質問したりしようとしている。 

【表現の能力】  科学的な英語についてリサーチし，英語でスライド等にまとめることができる。

また，科学的な内容について英語で発表したり質問したりできる。 

【理解の能力】   科学的な話題について英語で読んだり聞いたりして，その内容が理解できる。 

【知識・理解】   科学分野で使われる英語表現や，英語プレゼンテーションの基本的な型を理解

している。 

■ 成果と課題及び今後の改善点

○成果

・科学的な実験内容や結果を英語でまとめ，発表する力が向上した。

○課題

・発表会に向けて十分に練習できておらず，原稿を読みながらの発表が目立った。

○今後の改善点

・ノンバーバルなコミュニケーションができるよう，原稿を必ず覚え，十分練習するように指導す

ることが必要である。

（5）シティズンサイエンス（2年普通科文系フロンティアコース） 
■ 概要

物理・化学・生物・地学の各分野の基礎的な学習及び探究活動の成果，身に付

けた知識等を活用した発信活動を通して，科学的な見方や考え方を養うととも

に，科学に対する興味・関心を高める。科学技術の発展，人間生活の中の科学，

これからの科学と人間生活を考える授業を行った。 

■ 身に付けたい力

【関心・意欲・態度】 科学的な事物・現象に関心を高めようとしている。 

【思考・判断・表現】 科学的な事物・現象の中に問題を見いだし，探究する過程を通して，科学的

な物の見方・考え方ができる。 

【観察・実験の技能】 観察，実験の技能を習得するとともに，科学的な事物・現象を科学的に探究

する方法を身につけている。 

【知識・理解】    事物・現象に関する基本的な概念や原理・法則を系統的に理解している。 

■ 成果と課題及び今後の改善点

○成果

・例年と同様，生徒が科学的な見方・考え方で授業課題に取り組み，科学に対する興味・関心を高

めることができた。

・文系に特化したクラスの生徒が，科学リテラシーを身に付ける機会となった。

○課題

・生徒にテーマを提示し，探究活動により答えるような授業を増やせれば良い。

○今後の改善点

・実験を増やし，課題に取り組む探究的な授業を行う。

光のスペクトル発表 
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Difference between a PCR test and an antigen test 
How do we get perfect score on a test?
Connecting brain drug  
Flehmen response 
In cold weather, our hands get cold.  Why? 
Can full dive be true? 
How do birds taste? 
Clown fish gender change. 
What causes the aurora effect? 
Why do jewels have different color? 
Why is sugar sweet? 
Why is light the fastest? 
Why is my leg cramping? 
Why is the rainbow a beautiful arch? 
Tyrannosaurus 
The Phenomenon of Dilatancy 
Let's make a black hole. 
Mechanism of muscle pain 
Why do sounds change people's moods? 
Can we invent perpetual motion machines? 
The strongest animal in the world 

Wonder of snow 
Can dogs know human feelings? 
Blue in nature 
The pitch of voice and impressions 
ORIGAMI ENGINEERING 
What does water in the body do? 
The structure of shape memory alloy 
Single and double eyelids 
The meteorite 
What is topology? 
Strength training 
Why do we feel pain? 
Wonderful Alloys. 
Why do people sleep? 
Colors of a rainbow 
The golden blood 
Why do soap bubbles look rainbow color? 
The difference between straight hair and curly hair 
The stomach noises 
How can we see colors?
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The computational ability of fish. 
Smartphone battery. 
The relationship between thinking and sugar 
content. 
Which colors are most susceptible to UV rays? 
The relationship between muscle training and 
pumping up. 
How does the solubility of cocoa powder affected by 
temperature? 
The strongest snow ball. 
What affects does sugar have on gummies. 
How air-conditioner wind direction affects room 
temperature. 
How do coating materials affect the voltage 
magnitude of handmade batteries? 
Differences in building due to mgredients. 
What are effective ways to change water quality. 
Probability of dice. 
Putting out fire with sound. 
Gamma Rays with Weather. 
Difference in consistency of natto depending on the 
amount of miso. 
Relationship between yogurt oxidation and 
antioxidants. 
Is vegetables surfactant ability stronger? 

Is there a relationship between bread softness and 
fermentation time? 
Relationship between center of gravity of dice and 
probability. 
How to Rehydrate Dried Food in a Shorter Time. 
The relationship between the number of times natto 
is mixed and its elongation. 
Foaming of facial cleanser. 
How water temperature affects the efficiently of 
washing dishes? 
Prevent suffocation by miss wallowing of rice cake. 
How to find the soil in which crops can grow easily? 
Sound addition. 
Relationship between heating time and hardness of 
tofu. 
How to keep water temperature longer in winter. 
The most efficient way to remove wafers from 
gummies. 
Difference in strength of soap bubbles due to 
addition of substances. 
How important is soap in hand washing? 
Ways to remove paint stains cleanly and easily. 
Relationship between storage location of yogurt and 
whey. 
Ideas of Simple Filtration.
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